
団体名

1 防災対策部会

2 自治会⾧部会

3 市民安全部会

4
自治会館の管理運営につ
いて

5
松浪コミセン・なみっこ
の管理運営について

6
松浪コミカフェ管理運営
について

7
松浪まちぢから協議会
ＨＰの現状報告

8 会計からの報告

9 松浪地区社会福祉協議会

10
松浪地区民生委員
児童委員協議会

11
松浪地区老人クラブ
連合会

12
松浪地区地域包括支援
センターさざなみ

13 松浪地区体育振興会

14 松浪地区スポーツ少年団

15
汐見台小学校区青少年
育成推進協議会

16
緑が浜小学校区青少年
育成推進協議会

令和４年度 松浪地区まちぢから協議会 第８回 運営委員会 次第

日時 令和４年１２月２１日（水）    
 場所 松浪コミュニティセンター ホール１・２

 １ 開会（前田会⾧）

(３) 「手を挙げて横断歩道を渡りましょう!!」チラシの配布について

（１）賀詞交歓会について（令和５年１月１４日（土）１６時３０分から）
 ２ 議事

（２）視察研修について

部会・団体等からの報告・共有

(４) その他
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17
松浪小学校区青少年育成
推進協議会

18 汐見台小学校ＰＴＡ

19 緑が浜小学校ＰＧＴ

20 松浪小学校ＰＴＡ

21 松浪中学校ＰＴＡ

22 食生活改善推進団体

23 浜竹一丁目自治会

24 浜竹二丁目自治会

25 浜竹三丁目自治会

26 浜竹四丁目自治会

27 松浪一丁目自治会

28 松浪二丁目自治会

29 富士見町自治会

30 LG富士見町自治会

31 常盤町自治会

32 緑が浜自治会

33 汐見台自治会

34 出口町自治会

35 ひばりが丘自治会

36 美住町自治会

37 公募委員

  ３ まちぢから協議会連絡会   行政からの依頼事項等について（別紙のとおり）

次回運営委員会:令和５年１月１８日（水）９:３０～

閉会
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令和４年１２月１５日 

松浪地区まちぢから協議会 
委員 各位  

松浪地区まちぢから協議会 

会長 前田 積 

松浪地区賀詞交歓会の開催について 

向寒の候、皆様におかれましてはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

日頃、松浪地域の住みよいまちづくりのためにご理解とご協力をいただき、心か

ら感謝申し上げます。 

さて、松浪地区賀詞交歓会を次のとおり開催いたします。ご多忙のことと存じま

すが、万障お繰り合わせの上、ご出席賜りますようお願い申し上げます。 

 本通知は、各団体の代表者様にお送りしております。お手数をお掛けいたします

が、１２月２０日（火）までに別紙報告書のご提出をお願いいたします。 

 なお、コロナ感染対策に十分配慮し、飲食はせず、お弁当とお茶をご用意いたし

ますので、お持ち帰りいただくことを予定しています。 

１ 日時 令和５年１月１４日（土）１６時３０分から１８時まで 

（受付１６時００分～） 

２ 場所 松浪コミュニティセンター ホール１・２ 

３ 会費 ２，０００円（当日集金） 

松浪地区まちぢから協議会   

茅ヶ崎市総務部市民自治推進課 疋田 

住 所 〒253-8686 茅ヶ崎市茅ヶ崎一丁目１番１号 

電 話 0467-82-1111 内線 2412 

Ｆ Ａ Ｘ 0467-87-8118 

E - m a i l shiminjichi@city.chigasaki.kanagawa.jp 
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令和５年松浪地区賀詞交歓会出席者報告書 

１ 日時 令和５年１月１４日（土） １６時３０分から１８時まで 

（受付１６時００分～） 

２ 場所 松浪コミュニティセンター２階 ホール１・２ 

３ 会費 ２，０００円（当日集金） 

■団体名 【 】 

■出席者 【 】  役職 【 】 

※ 各団体の出席者は１名とさせていただきます。

※ 本通知は、各団体の代表者様にお送りしております。お手数ですが、１２月２０日（月）

までにご提出をお願いいたします。

※ 松浪地区まちぢから協議会（松浪コミュニティセンター）又は茅ヶ崎市役所市民自治推

進課までご持参、郵送、メール、FAX 等によりご提出ください。

〇松浪地区まちぢから協議会（松浪コミュニティセンター） 

＜メールアドレス＞ matsunamikomisenn@outlook.jp 

＜FAX＞ ０４６７－８７－８８９９ 

〇市民自治推進課 

＜メールアドレス＞ shiminjichi@city.chigasaki.kanagawa.jp 

＜FAX＞ ０４６７－８７－８１１８ 
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松浪地区賀詞交歓会 次第 

日時：令和５年１月１４日（土）１６時３０分から１８時まで 
場所：松浪コミュニティセンター ホール１・２ 

（進行 松浪地区まちぢから協議会 副会長 末松 一豊） 

開 会 

１ 開会挨拶 
松浪地区まちぢから協議会 会長 前田 積 

２ 来賓挨拶 
・茅ヶ崎市長 佐藤 光 様 
・茅ヶ崎市教育委員会教育長 竹内 清 様 
・茅ヶ崎市立松浪小学校長 安倍 武雄 様 

３ 出席者紹介 

４ 閉会挨拶 
松浪地区まちぢから協議会 副会長 朝岡 通光 

閉 会 
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松浪地区まちぢから協議会 視察研修計画（案） 

日 時：令和５年２月１５日（水） ＊＊：＊＊ ～ ＊＊：＊＊ 

テーマ：松浪地区内における自転車の交通安全について

課題背景： 

①松浪地区内は人口約 24,587 人、0歳～19歳人口約 4,626 人で 18.8％、

茅ヶ崎市内全体では人口 246,275 人、0 歳～19 歳人口 42,507 人で 17.3％と、市内全体に比べ 10 代の

方々が居住している率が高い。（R4.11 月 1日現在）

②松浪地区内には、小学校・中学校・高校が多くあり、また、辻堂駅も近いことから、通学者・通勤者も

多く、特に自転車で移動する人が多い傾向にある。

③交差点事故の中でも特に多いのが自転車。茅ヶ崎市の自転車利用割合の高さがある。「第５回東京都市

圏パーソントリップ調査結果」によると、県平均が 12.8％だったのに対し、茅ヶ崎市は 23％で県内で

最も高かった。

④特に茅ヶ崎市は、県内において交通事故で亡くなった人が 120 人と全国でもワースト１（R4.11.18）

⑤茅ヶ崎市において自転車が第１当事者となる事故では、19 歳以下の若年層の割合が大きい傾向にある。 

⑥地区別の事故件数をみると、鶴嶺東地区が 129 件/５年（H26～H30）と最も多く、茅ヶ崎地区、松林地

区、松浪地区、茅ヶ崎南地区が続く。交差点事故では、松浪地区は３番目に高い。 

：茅ヶ崎市（H30） 

都市部都市政策課がまとめた資料「細街路の交差点における自転車

走行空間整備社会実験について」（H30）より抜粋 

R4.11.30 

疋田作成 参考資料 

：茅ヶ崎市（H30）
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⑦茅ヶ崎市は、「（第 2次）ちがさき自転車プラン」の将来都市像である「人と環境にやさしい自転車のま

ち茅ヶ崎」の実現を目指している。国土交通省が令和２年４月に創設した「『自転車通勤推進企業』宣

言プロジェクト」に、茅ヶ崎市が全国の市としては初めてが宣言企業として認定された。

⑧同時に、令和４年度「自転車交通事故多発地域」に指定されており、自転車のマナー向上が叫ばれてい

る。（指定は、自転車交通事故の減少を目的に、神奈川県交通安全対策協議会が毎年実施している）

⑨自治会役員などにより、日頃から登下校の見守り活動を行っているなかでも、自転車が速度を上げて走

り去る姿が多くみられており、事故に繋がる可能性もあり危険であることが報告されている。

これらの背景から、松浪地区まちぢから協議会として、自転車におけるマナー向上や自転車事故の撲滅

に向け、まずは協議会委員が自転車の交通安全に関する全般的な知識を得るとともに、今後、各自治会や

各団体での取り組みに繋がるような視察研修を実施することを検討している。 

視察先（候補）： 

①自転車文化センター

東京都品川区大崎 3-3-1 ℡03-4334-7953 

（候補理由） 

 茅ヶ崎地区まちぢから協議会で R1.6.26 に視察実績あり。施設内を見学し、自転車の仕組みを知ると

ともに、全国的に自転車の交通安全に関する調査研究を行い、メディア等にも多く露出されている谷田貝

一男氏（一般財団法人日本自転車普及協会 学芸員）による講演会など。依頼によってはシミュレーター

による講習会も可能？。 

②神奈川県警察交通安全教育隊による講習会（及び実技?）

（候補理由） 

本市安全対策課において各学校で交通安全教室を実施しているため、実績あり。 

また、４年程前に導入された交通安全教育車「ゆとり号」では、運転を疑似体験できる機能、歩行者

や自転車を運転する立場でのシミュレーター、運転・歩行能力診断や交通安全クイズなどの新機能も

搭載しており、日程が合えば出張で来れる可能性あり。 

座学による近年の自転車を取り巻く状況、道交法改正、自転車安全利用五則など、注意すべきポイン

ト等の講習会。可能であればスケアードストレート（スタントマンによる事故再現）も可能？

③ヤマハ発動機販売株式会社 ヤマハ安全普及推進本による講習会（及び実技?）

（候補理由） 

 ヤマハでは、警察や関連団体と連携しながら安全運転普及活動に取り組んでいる。県立辻堂海浜公園

でも「電動アシスト自転車安全講習会」を実施している。松浪地区においても免許返納後のシニア層や、

推進協や PTA など子育て中のママさんを対象に、電動アシスト自転車の乗り方や交通ルールを学ぶ機

会とする？ 

※なお、これらの視察候補先についてはあくまで想定であり、先方へ連絡もしていなければ視察概要も推

測でしかありませんので、実現可能性も含めて詳細はこれから詰めていく必要があります。
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感震ブレーカー等設置費補助金制度について 

１．申請状況について 

令和４年１１月３０日時点の申請基数は 262 基になっており、今年度予算 570 万円に

対し交付額が 62.28万円で、執行率が 10.9％となっています。令和５年１月３１日まで

申請を受け付けておりますので、ご活用お願いします。 

なお、実績報告の提出期限は令和５年２月２８日となっています。設置が完了しました

ら速やかに「実績報告書・領収書・名簿表」の提出をお願いします。 

２．アンケート実施について 

皆さまのご協力により、現時点（令和４年１１月３０日時点）での累積設置率は、16.8%

となりました。更なる普及に向けて、より使いやすい補助金制度とするため、自治会長

様に、次頁以降に示すアンケートを実施させていただくこととなりました。 

アンケート用紙を、各まちぢから協議会の定例会時に、市民自治推進課の地区担当より

自治会長様にお配りさせていただき、次の定例会時に回収します。ご協力の程、よろし

くお願いします。 

なお、アンケート結果は、次年度以降の補助金制度に反映するとともに、年度末に自治

会長様宛に郵送しております補助金の案内において、アンケート結果及び制度への反映

状況を報告します。 

地 区 
Ｒ３年度 

申請数 

Ｒ４年度 

申請数(11.30 時点) 

H26～R3 

累計設置率(%) 

H26～現在 

累計設置率(%) 

茅 ヶ 崎 １４ ０ １５．８ １５．５ 

茅ヶ崎南 ２１０ ０ ２８．８ ２８．６ 

海 岸 １４７ ７０ ５５．２ ５５．７ 

南 湖 ２１ ５ ８．０ ８．１ 

湘 南 ６５ ２ ７．６ ７．６ 

鶴 嶺 東 ２２３ １３ １４．１ １４．２ 

鶴 嶺 西 ０ ０ １．８ １．８ 

松 林 ６０ ７ １２．３ １２．５ 

小 和 田 ９８ ８５ １．８ ３．０ 

松 浪 ２５ ３ １３．９ １４．０ 

浜 須 賀 ７ ３ ３０．４ ３０．３ 

湘 北 １７１ ３３ １１．９ １２．４ 

小 出 １３ ４１ ４．６ ５．５ 

合 計 １,０５４ ２６２ １６．６ １６．８ 

令和４年１２月１４日 

まちぢから協議会連絡会 資料２ 

都市部 都市政策課 
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「感震ブレーカー等設置費補助金」の運用に関するアンケート 

日頃、市政の推進につきましては、格別のご理解をいただき厚くお礼申し上げます。 

感震ブレーカーの更なる普及に向けて、より使いやすい制度とするため、補助金の運用に関し

てご意見を賜りたく、アンケート調査を実施させていただくことになりました。つきましては、

以下の、アンケートにご回答いただければと思います。 

なお、アンケートの結果につきましては、今後の補助金制度の運用改善に活かしてまいります。 

回 答 日 ：  月  日 

①現在の運用では、自治会で設置希望者を募り、まちぢから協議会（設立されてない地域では

自治会連合会）に報告し、まちぢから協議会が各自治会の希望機種・基数を取りまとめて、

市に補助金申請をしています（次頁「補助制度の主な流れ」参照）。

感震ブレーカーの更なる普及に向けて、まちぢから協議会を通さず、自治会毎に申請を受け

付けることも考えられますが、いかがでしょうか。

□自治会から申請した方がよい
□これまで通り、まちぢから協議会が取りま

とめて申請した方がよい

②上記を選択した理由があれば教えてください。

③その他、お気づきの点があれば、ご記入ください。

ご協力ありがとうございました。 

事務担当 都市部都市政策課 都市政策担当 

井上・元岡 

電  話 ０４６７－８２－１１１１ 
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参考資料 

補助制度の主な流れ

まちぢから協議会から申請した場合（現行制度）   自治会から申請した場合 

【メリット】 【メリット】 

・まちぢから協議会で取り組むことにより、面的な普及が期待できる。 ・自治会が直接、市とやり取りをするため、手続きが分かりやすい。

【デメリット】 【デメリット】 

・まちぢから協議会を通して申請するため、手続きの流れが複雑で、わかりにくい。 ・自治会毎に申請手続きをするため、自治会の負担が増える。

CHECK! CHECK! 

自 治 会 まちぢから協議会 市

設置希望 設置希望者一覧を提出

補助金申請書
見積書を提出

交付決定通知書
各自治会の請求書様式

を郵送
各自治会へ

請求書様式を配布

補助金請求書を提出
各自治会の補助金請求書を

取りまとめて提出

市から自治会へ補助金を入金

機器購入受渡※１・設置支援

設置者名簿を提出
実績報告書

設置者名簿(自治会毎)を提出

①

⑤

⑧

⑨

②

④

⑥

⑩

③

⑦

各自機器設置 お手続き完了

市 民 自 治 会 市

設置希望 補助金申請書・見積書を提出

交付決定通知書・請求書様式を郵送

補助金請求書を提出

補助金入金

機器購入受渡※１・設置支援

実績報告書・設置者名簿を提出

①

③

⑤

⑥

②

④

各自機器設置 お手続き完了

市 民
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※延焼危険性又は避難困難性が高く、地震時等において最低限の安全性を確保することが困難である、著しく危険な市街地のことで、本市は戸建て住宅が密集しているものの、密集市街地には

該当しておりません。

感震ブレーカーの必要性 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

これまでの取り組み

茅ヶ崎市の補助制度

補助制度の概要 

 既存住宅で簡易型の感震ブレーカーを設置する場合に、機器購入費に対して、下記の補助

金を交付しています。分電盤を含む住宅の設備は、多種多様なものがあるため「一般財団法

人日本消防設備安全センター」が推奨する１０機種すべてを補助対象としています。また、

地域における共助を強化する取り組みとして、地域の普及活動を支援する制度としており、

申請は「まちぢから協議会（設立されていない地域にあっては、地区自治会連合会）」からと

なっています。 

🔌補助金額：簡易型感震ブレーカーの機器購入費(税込）×２／３（上限３，０００円） 

🔌対象機器：一般財団法人日本消防設備安全センターが実施する消防防災製品等推奨制度の

推奨品（１０機種） 

🔌申 請 者：まちぢから協議会(自治会連合会) 

理由その① 

東日本大震災で、火災の発生原因が特定された、過半数が電気

関係の出火でした。地震時の電気火災とは、「電気機器からの出

火」や、「停電が復旧した時に発生する火災」のことです。 

電気火災対策には、地震の揺れを感知し、自動的にブレーカーを

落とす感震ブレーカーが効果的です。 

４６％ 

その他 

５４％
電気関係 

理由その② 

本市は、首都圏近郊の住宅都市として発展してきた特徴から戸建て住宅が密集しており、

地震時に同時多発的に火災が発生し、消火活動ができず放置された場合、延焼が広がる可能

性が高い「延焼クラスター」が広く分布しています。 

下図の色が付いている建物群が 500棟以上で構成される「延焼クラスター」を示しており、

特に、東海道線の南側には、県内最大級の「延焼クラスター」が広がっています。 

CHECK! 

CHECK! 

CHECK! 

感震ブレーカーの普及率 

皆さまのご協力により、令和３年度末までの普及率が１６．６％となりました。この普及率

は、「神奈川県地震防災戦略」における目標（令和６年度までに１０％）を既に超えています。

次の目標として、内閣府が「首都直下地震緊急対策推進基本計画」において、延焼の恐れのあ

る密集市街地※における感震ブレーカーの普及率の目標（令和６年度までに２５％）を目指し、

普及に努めています。 

CHECK! 
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